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ホ
ロ
ン
パ
イ
ル
草
原
を
焦
が
す

ゆ

砲
弾
と
敵
戦
車
と
の
決
闘
の
さ

ゆ

な
か
、
ふ
と
垣
間
見
た
こ
の
可

…

鰍
な
花
び
ら
を
、
私
た
ち
は
郷

。・•..• 
凸
.
.
.
.
.
 

“

私
の
宝
物
は
、
満
州
と
ソ
連

日

の
国
境
に
咲
い
て
い
た
ノ
モ
ン

.

ハ
ン
桜
で
す
。

昭
和
十
四
年
七
月
、
炎
熱
下

目指せ、記録更新
少年少女マラソン大会が 1月281=1 (臼)

平塚競技場で開催されま した。緊張のスタ

ートはオリンピックのマラソンと同じ。ゴ

ールを目指して一生懸命走る盗は、どの顔

も光り輝いていました。

-
親
子
リ
ズ
ム
遊
び
を

親
と
子
の
リ
ト
ミ
ッ
ク
サ
ー

ク
ル
で
は
、
リ
ズ
ム
遊
び
の
仲

間
を
募
集
し
ま
す
。

マ
日
程
毎
週
金
脇
田

マ
時
間
午
前
9
時
印
分
1
日

時
初
分

マ
場
所
中
央
公
民
館

マ
対
象
親
子
(
2
歳
半
以
上
)

マ
会
費
月
三
千
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
奥

野
町
子
宮

(臼
)
1
4
3
0

-
な
か
よ
し
作
品
展

市
立
小

・
中
学
校
の
障
害
児

学
級
で
学
ぶ
児
童
生
徒
が
制
作

し
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

ぜ
ひ
と
覧
く
だ
さ
い
。

マ
日
程

2
月
幻
自
(
木
)
:

幻
自
(
火
)
初
日
は
休
館
日

マ
時
間
午
前
9
時
初
分
3
午

後
4
時
却
分
(
幻
日
は
午
後
3

時
却
分
ま
で
)

マ
会
場
英
術
館
市
民
ア
l
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー

マ
問
い
合
わ
せ
先
浜
岳
中
学

校
の
菅
間
消
光
宮

(出
)
0
4

勺

'
n
y

-
弦
楽
合
奏
の
夕
べ

平
壕
弦
楽
ゾ
リ
ス
テ
ン
が
コ

ン
サ
ー
ト
を
聞
き
ま
す
。
古
典

か
ら
芥
川
也
寸
志
ま
で
、
名
曲

を
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
期
日

2
月
M
臼
(
土
)

マ
開

演

午

後
6
時

マ
会
場
中
央
公
民
館

マ
曲
回
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
/
デ

ィ
ベ
ル
ト
メ
ン
ト
ニ
長
調
ほ
か

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
鳥

海
幸
雄
官

(お
)
6
5
8
1

-
講
演
会
へ
の
お
誘
い

平
壕
友
の
会
で
は
「
子
育

て

・
親
育
ち
l
子
供
と
つ
く
ろ

う
明
日
の
時
代
l
」
を
テ
1
マ

に
講
演
会
を
聞
き
ま
す
。

ミ
ッ
ク
ヒ
ー
タ
ー
、
炊
飯
器
、
ビ

デ
オ
カ
メ
ラ
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
デ

ス
ク
、
マ
マ
コ
l
ト
、
子
供
用
オ

ー
バ
ー
、
お
ん
ぶ
キ
ャ
リ
ー
、
搾

.

.

.

.

.
 0
 

愁
に
ち
な
ん
で
ノ
モ
ン
ハ
ン
桜
オ
ア
シ
ス
で
も
あ
り
ま
し
た
。
を
色
紙
に
は
り
、
額
に
収
め
て

"

と
名
付
け
た
の
で
す
。

荒
野
の
私
が
今
日
ま
で
無
事
生
き
抜
飾
り、

ζ
れ
か
渇
も
長
生
き
し

"

な
か
に
ま
れ
に
み
ら
れ
る
こ
の
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、
て
戦
友
た
ち
の
狩
福
を
祈
り
続

h

-
E目
E
B
E
B
E
E
-
-
-
E

・E・---lけ
る
つ
も
り
で
す
。
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蛍
J
一
品
川
崎
週
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圃

園

掴

署

冒

』

園

女
お
知
ら
せ

四
月
十
五
日
号
=

A
M
1

町

一
-Y
-i
u
h
C

躍圃・圃E
E
E
宮

高

岨
か
ら
新
連
載

「我
が
家
の
ナ
イ
=

;

=
 

乙

三

凶

圃

園

園

田

園

臨

調

週

一

ふ

一一

画
ス
シ
ョ
ッ
ト
」
が
ス
タ
ー
ト
し
=

1

(
-哩
司
悶
組
週

E臨
臨

一四
日
一
¥
一

手
。
あ
な
た
の
家
族
の

「ナ

=

け
，

ん

¥
JH!
区
圃
・
ヨ
週
一
r
l
l

〓

=

ン
さ

i
h・今

週

望

E
E福
〈

ス
シ
ョ
ッ
ト
」
(
カ
ラ
l
写
=

一
二

来

謝
明
内
》
寺

:J
J
w
f
一
瓦
に
限
る
)
に
、
コ
メ
ン
ト
を
=

zt

4
tJ
h

験
え
つ
け
て
ご
応
募
を
。
な
お
、
新
=

f
h

藤

吋
弘

同

:h

=

ノ

須

三、一回
hm
し
い
紙
面
構
成
な
ど
は
三
月

十

=

-

五

日

号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

=

ノ
モ
ン
ハ
ン
桜

(
右
)
と
回
顧
録
を
手
に

マ
応
募
先

〒
加
平
塚
市
浅
間
=

花
は
、

一
瞬
故
郷
に
想
い
を
砂
こ
の
桜
色
の
ノ
モ
ン
ハ
ン
桜
と
町
9
1
1

平
塚
市
広
報
広
聴

ゆ

せ
し
め
、
私
た
ち
の
や
さ
し
い
多
く
の
戦
友
の
お
か
げ
で
す
。
際
「
我
が
家
の
ナ
イ
ス
シ
ヨ
ツ

“

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
も
あ
り
、
乙
の
貴
重
な
ノ
モ
ン
ハ
ン
桜

ト
」
係
(
内
線
3
1
4
)

日

-----Q マ
日
程

2
月
泊
目
(
木
)

マ
時
間
午
前
日
時

3
正
午

マ
場

所

平

塚
M
N
ピ
ル
U
階

円

v
騨

師

田

中
周
子
氏

マ
問
い
合
わ
せ
先
閉
会
の
佐

藤
芳
子
宮

(臼
)
8
6
1
7

-
健
康
講
座
に

済
生
会
平
塚
病
院
で
は
、
乳

が
ん
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を

身
に
つ
け
て
い
た
だ
こ
う
と
講

座
を
聞
き
ま
す
。

マ
日
時

2
月
却
臼
(
木
)
午

後
2
時
3
3時
却
分

マ
場
所
同
病
院
5
階
会
議
室

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
病
院
医

事
課
宮

(出
)
0
5
2
0

-
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
員
を

サ
ー
ク
ル

「
B
U
L
L」
で

は
、
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
部
品

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
結
成
三

年
、
弱
小
チ
1
ム
で
す
が
上
位

を
目
指
し
和
気
あ
い
あ
い
と
や

っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
屯
話
を
。

マ
練
習
日
毎
週
土
脱
臼
(
時

間
は
自
に
よ
っ
て
異
な
る
)

マ
場
所
神
田
公
民
館

マ
対
象
時
歳
以
上
の
女
子

マ
会
世
月
一
千
円
ご
般
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
渡

辺
由
美
子
宮

(日
)
1
2
9
8

・
ぼ
く
た
ち
の
写
真
を

平
塚
し
ら
ゆ
り
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
で
は
、
青
少
年
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
の
作
品
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

サ
イ
ズ
な
ど
詳
し
い
こ
と
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

マ
対
象
市
内
に
お
住
ま
い
の

小

・
中
学
生

マ
テ
1
マ
①
思
い
や
り

家
族

マ
締
め
切
り
日

(
土
)
必
着

マ
応
募
方
法

紙
に
記
入
し
、
写
真
の
誌
に
は

っ
て
、

〒
加
平
塚
市
紅
谷
町
日

ー
お
三
和
ビ
ル
4
階

し

ら

ゆ

り
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

「写
真

コ
ン
テ
ス
ト
」
係
へ

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
山

門
久
子
宮

(幻
)
1
7
8
7

-
陶
芸
作
品
の
展
示
を

陶
芸
ク
ラ
ブ

「有
雅
陶
」
で

は
、
年
一
回
会
員
の
作
品
を
発

表
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

マ
日
程

2
月
幻
自

(
木
)

i
u日
(
火
)

マ
時
間
午
前
日
時

1
午
後
6

時
初
分
(
幻
自
は
午
後
6
時
)

マ
会
場
市
民
プ
ラ
ザ

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
渡

辺
括
伸
宮

(幻
)
5
1
7
6

-
積
極
的
な
人
生
を

1
・
レ
ッ
ド
フ
ィ
ー
ル
ド
な

ど
の
著
書
を
参
考
に
知
恵
を
出

し
合
う
仲
間
を
募
集
し
ま
す
。

② 

3
月
9
日

所
定
の
応
募
用

積
極
的

・
意
識
的
に
人
生
や

生
活
を
考
え
る
サ
ー
ク
ル
の
発

足
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
加
藤
昌
子

宮

(お
)
1
6
6
4

-
育
児
の
サ
ー
ク
ル
に

た
ま
ぴ
よ
ク
ラ
ブ
で
は
、
新

会
員
を
募
集
し
ま
す
。

一
歳
か
ら
三
歳
ま
で
の
お
子

さ
ん
と
お
母
さ
ん
が
対
象
で
、

月
一
回
の
会
合
と
、
回
覧
ノ
ー

ト
や
会
報
の
発
行
な
ど
で
情
報

交
換
を
し
ま
す
。

入
会
金
は
五
百
円
、
年
会
費

一
千
五
百
円
で
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
開
会
の
田

村
友
起
子
宮

(お
)
1
5
8
7

0
サ
ー
ク
ル
掲
示
板

‘

会
員
募
集
、
イ
ベ
ン
ト
案
内

な
ど
に
ご
利
用
を
。

・
送
り
先

〒
加
平
塚
市
浅
間

町
9

1
1

平
塚
市
広
報
広
聴

課
「
サ
ー
ク
ル
掲
示
板
」
係

乳
器
、
お
む
つ
カ
パ
l
、
ベ
ビ
ー

ソ
フ
ァ
ー
ベ
ッ
ド
、
女
児
七
五
三

指
物
、
ワ
ン
タ
ッ
チ
チ
ェ
ア
、
沼

気
毛
布
、
臨
時
製
キ
ャ
リ
ー
かご、

ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
保
温
が
ま
、

だ
っ
こ
ひ
も
②
無
料
そ
ろ
ば

ん
、
ひ
な
人
形
、
ベ
ビ
1
布
団
、

ハ
イ
チ
ェ
ア
、
ベ
ビ
1
用
体
部
計
、

高
校
制
服
(
平
塚
商
女
子
、

神
田

男
子
)
、
ピ
ー
チ
ベ
ッ
ド

。
醸
っ
て
く
だ
さ
い

こ
段
ベ
ッ

ド
、
本
棚
、
子
供
用
ス
キ
1
セ
ッ

ト、

子
供
用
ス
キ
1
ウ
エ
ア
、

ミ

シ
ン
、
パ
ン
焼
き
器
、
テ
レ
ピ
、

冷
蔵
庫
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
用
ガ
ス

テ
ー
ブ
ル
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
用
湯

沸
か
し
器
、
剣
道
防
具

一
式
、
剣

道
約
、
編
み
機
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
、

学
生
服
、
双
子
用
ベ
ビ
ー
カ
ー
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
1
ト
、
健
康
器
具
、

子
供
用
自
転
事
、
女
児
服
、
男
児

服
、
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
ガ
1
ド、

フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
、
琴

@
不
用
品
登
録
情
報
の
問
い
合
わ

せ
は
、
地
域
づ
く
り
幌
市
民
生
活

係
(
内
線
2
6
3
)
へ

昆
理

子
供
た
ち
の
心
は

今、
昨
年
八
月
に
発
表
さ
れ
た
文
部
省
の
学
校

基
本
調
査
速
報
に
よ
る
と
、
年
間
三
十
日
以

上
欠
席
し
た
不
登
校
の
小
・
中
学
生
は
、
前

年
度
よ
り
二
千
六
百
人
増
え
、
過
去
最
高
の

七
万
七
千
四
百
人
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
こ
の

二
十
年
間
、
そ
の
数
は
増
加
の
一
途
を
た
ど

り
深
刻
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
で
も
そ
の
傾

向
は
同
様
で
、
小

・
中
学
生
、
高
校
生
の
不

登
校
相
談
件
数
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
は
、
な
ぜ
学
校
へ
行
財
な
く
な

っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。

不
登
校
に
な
る
原
因
は
い
ろ
い
ろ
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
今
、
大
切
な
こ
と
は
、
原
因
探

し
を
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
不
登
校
は

「子

供
た
ち
か
ら
の
心
の
叫
び
で
あ
り
、
メ
ッ
セ

ー
ジ
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
を
持
っ
と
と
で

す
。
そ
し
て
、
私
た
ち
は
子
供
た
ち
の
「
心

の
声
」
に
耳
を
傾
げ
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

大
切
に
育
て
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ス
ク
ー
ル
・
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
と
し
て
活
臨
し
て
お
ら
れ
る
臨
床
心

理
士
の
鵜
聾
啓
子
氏
(
昭
和
女
子
大
学
助
教

授
)
を
招
き
「
不
登
校
を
考
え
る

I

1
今
、
子
ど
も
た
ち
の
心
は

3
」
の
テ
1
マ

で、
公
開
講
座
(
講
演
会
)
を
開
催
し
ま
す
。

マ
日
程

3
月
5
日
(
火
)

マ
時
間
午
後
2
時
i
4時

マ
会
場
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

マ
対
象
市
内
に
在
住
、
在
学
し
て
い
る
幼

児

・
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
の
方

マ
定
員
約
加
入
(
申
し
込
み
不
要
)

合
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

銀
普
小
学
校
北
側
宮

(話
)
6
0
1
2

窃品切~c=l

参加者を募集
平塚市の友好都市、岐阜県

高 山 市 を 訪 問 し 、 高 山 市 民 の

みなさんとの交流や、日山ま

つりの見学を行うツアーで

す。ぜひ、ご参加ください。

伊豆箱根トラベル

ft21-6058 

0問い合わせ先 交流親善課

ft23-1111 (内線597)

。申し込み先4月13日(土)'" 15日(月)

45，000円

45人(先着順)

。日程

。費用

。定員

「む巴-:JtJ¥ま蹴WttJ空き獄〉配
.~* 0申し込みひらつか天城山荘

※申し込みは 6か月前から受け付け

・電話 0558-87 -1050 
• FAX 0558-87ー0557
-住所〒410-32 静岡県田方郡
天城湯ケ島町上船原1120-1 

• 1泊 2食付き、大人4，925問、子供4.405門
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肝
臓
疾
患
の
講

演
会
開
か
れ
る

3
月
5
日
(
火
)

午
後
2
時
1
4時

平
塚
保
健
所
3
階
大

マ
日
程

マ
時
間

マ
場
所

会
議
室

マ
内
容

知
識

マ
申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ

せ
先
平
塚
保
健
所
予
防
課
宮

(詑

)
0
1
3
0

ウ
ィ
ル
ス
性
肝
炎
の

電
話
で
相
談
を

市
で
は
、
育
児
・
予
防
接
種
・

介
護
な
ど
、
健
康
に
関
す
る
心

マ
日
時

2
月
却
日
(
水
)
午

後
1
時
泊
分
'
・
3
4
時

マ
場
所
平
塚
保
健
所

マ
対
象
お
年
寄
り
の
物
忘
れ

等
、
痴
呆
に
悩
ん
で
い
る
方

がきに赤ちゃんの氏名、性別、生年月日と両親の住

氏名、年齢、電話番号、会社名を記入のうえご応

ください。対象は 1歳未満の赤ちゃんです。応募

されたはがき (1日掲載分は26日-10日締め切り、

15日掲載分は11日-25日締め切り)は、抽選に

より広報紙に掲載します。今回は11人応募。

会送り先 〒254平塚市浅間町 9- 1

平塚市広報広聴課「赤ちゃんの

ステージ」係

配
事
に
つ
い
て
、
屯
話
で
の
相

談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
を
。

マ
相
談
日
毎
週
月
・
木
昭
日

マ
相
談
時
間
午
前
日
時

1
午

後
4
時

マ
電
話
番
号

後
1
時
泊
分
5
3時
却
分

マ
場
所
平
塚
保
健
所
3
階
大

会
議
室

マ
申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ

せ
先
平
塚
保
健
所
予
防
課
宮

(詑

)
0
1
3
0

(
剖

)
1
2
2
1

検
査
と
相
談
を

特
定
疾
患
患
者

と
家
族
の
集
い

会
場
は
す
べ
て
平
場
保
健
所

で
、
予
約
制
で
す
。

電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

【歯
ぐ
き
の
検
静
】

マ
対
象
妊
婦
お
よ
び
印
歳
未

満
の
方

マ
日
時

2
月
幻
日
(
火
)
午

前
9
時

i
m時
初
分

マ
持
ち
物
母
子
健
康
手
帳

保
健
所
で
は

「難
病
と
歯
」

を
テ
1
マ
に
、
集
い
を
聞
き
ま

す
。
歯
周
疾
患
な
ど
に
悩
ん
で

い
る
本
人
や
、
ご
家
族
の
方
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

マ
日
時

3
月
4
臼
(
月
)
午

~
ベ
似
べ
お

正
し
い
知
識
を
学
び
ま
す
。

マ
日
程
と
内
容

-
3月
5
日
(
火
)
、
診
断
や

予
防
の
食
事
に
つ
い
て
の
講
義

・
3
月
幻
自
(
金
)
、
リ
ズ
ム

体
操
な
ど
の
運
動

マ
時
間
午
後
1
時
泊
分

3
3

時
加
分

マ
申
し
込
み
先
平
塚
保
健
所

宮

(詑
)
0
1
3
0
・
予
約
制

骨
組
し
よ
う
症

の
予
防
教
室
を

寝
た
き
り
の
原
因
の

一
つ
と

い
わ
れ
る
骨
粗
し
よ
う
症
の
、

(
妊
婦
の
方
)
、
普
段
使
っ
て

い
る
歯
ブ
ラ
シ
と
コ
ッ
プ

{
エ
イ
ズ
検
査
】

マ
日
程

2
月
幻
目
、

3
月
7

日、

M
日
(
す
べ
て
木
曜
日
)

マ
時
間
午
前
9
時

1
日
時

hv
内

容

相

談
と
採
血
検
査

【
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
】

マ
対
象
心
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
、

ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
悩
み
を
持

つ
本
人
お
よ
び
家
族

マ
日
程

2
月
幻
臼
(
火
)
、

3
月
6
日
(
水
)
、
8
日
(
金
)

マ
時
間
午
後
1
時
初
分
3
3

時
初
分

※
申
し
込
み
先
平
塚
保
健
所

宮

(詑
)
0
1
3
0

マ
会
場
豊
田
公
民
館

マ
持
ち
物

・
1
日
目
範
記
用
具
、
健
康

手
帳

-
2
日
目
上
履
き
、
運
動
の

で
き
る
服
装

マ
問
い
合
わ
せ
先
保
健
セ
ン

タ
ー
宮
(
制
)
0
3
1
1

離
乳
が
や
っ
と
終

わ
り
、
誕
生
日
が
過

ぎ
る
と
、
年
齢
的
に

は
幼
児
の
仲
間
入
り

と
な
り
ま
す
。

体
の
発
育
は
緩
や

か
に
な
り
、
食
欲
に

む
ら
が
目
立
っ
て
き

ま
す
。

幼

児

精
神
的
な
発
達
も
目
覚
ま
し
く
、
味
ゃ
に

お
い
な
ど
に
鋭
く
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
食

べ
物
の
色
・
形
・
舌
触
り

・
歯
ご
た
え
な
ど

で
、
好
ん
だ
り
、
嫌
が
っ
た
り
し
ま
す
。
ま

た
、
母
親
が
食
事
を
強
制
し
た
り
、
無
関
心

だ
っ
た
り
で
も
食
べ
方
が
違
っ
て
き
ま
す
。

食
事
の
賀
に
つ
い
て
も
配
慮
が
大
切
で
、

特
に
た
ん
ぱ
く
賀
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
鉄
分
、

ビ
タ
ミ
ン
類
が
不
足
し
な
い
よ
う
注
意
し
ま

し
よ
う
。
副
食
を
十

分
に
、
主
食
は
子
供

の
食
欲
に
応
じ
て
加

減
し
ま
す
。
野
菜
・

果
物
類
は
季
節
の
も

の
を
幅
広
く
取
り
入

れ
、
そ
の
内
の
半
分

ふ

を

緑

黄

色

野

菜

に

し

虐
民

ま
し
ょ
う
。

一
歳
児
の
目
標
と
し
て
は
食
事
の
自
立
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
一
歳
半
を
過
ぎ
た
ら
で
き

る
だ
甘
自
分
で
さ
せ
、
ニ
成
ま
で
に
は

一
人

で
食
事
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
あ
げ
ま
す
。

自
我
に
目
覚
め
、
食
事
に
つ
い
て
も
わ
が

ま
ま
の
出
て
く
る
時
期
で
す
。
規
則
的
な
食

事
時
間
、
楽
し
く
明
る
い
雰
囲
気
の
食
卓
な

ど
で
、
よ
い
食
習
慣
が
聾
わ
れ
る
よ
う
に
し

た

い

も

の

で

す

。

(

健

康

課

)

ワィーン少年含唱団@会演を
駅前市民窓口センター (MNピ ル

10階)では、 土 ・日曜日や祝日も窓
口業務を行っています。ご利用くだ
さい。

く〉利用時間

午前 9時~午後 5時
(毎月第 3日哨日および年来年始は休み)

O取り扱うもの
住民票の写し、印鑑登録証明命、住

民票記載事項証明台、年金現況届証明、
母子健康手帳の交付、公共施設の利用
申し込み

。 問い合わせ先市民課(内線229)また

は駅前市民窓口センタ一宮22-1001

きと
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ぐ
包
丁
師
等
免
許
証
、
食
品
衛
生

責
任
者
鱗
習
修
了
証
鈴
、
普
通
売

底
は
、
製
菓
衛
生
師
等
免
許
証
、

食
品
衛
生
貨
任
者
駒
習
修
了
証
的

の
い
ず
れ
か
の
資
格
所
有
者
が
い

る
こ
と
③
希
怨
す
る
宛
庖
と
同

じ
業
務
を
市
内
で
1
年
以
上
営
業

し
て
い
る
こ
と
④
市
税
な
ど
市

の
徴
収
金
に
滞
納
の
な
い
こ
と

マ
持
参
す
る
物

φ
住
民
票
ま
た

は
外
国
人
登
録
済
証
明
容
霊
m

税
完
納
証
明
(
法
人
は
法
人
分
お

よ
び
そ
の
代
表
者
分
の
2
部
)

③
印
鑑
霊
童
許
可
曾
⑤
応

募
資
格
の
②
の
各
証
容
⑥
法
人

は
定
款
お
よ
び
登
記
簿
謄
本

マ
受
付
期
間

2
月
幻
自
(
火
)

sm日
(
水
)

マ
時
間
午
後
2
時
1
4時

マ
受
付
場
所
平
塚
競
輪
場
内
耶

楽
観問

い
合
わ
せ
は
、
事
業
都
宮

(幻
)
3
9
3
5
ヘ。

円
以
上
、
有
限
会
社
は
三
百
万
円

以
上
に
し
て
登
記
を
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
増
資
か
会
社
組
織
の

変
更
手
続
き
を
し
な
い
と
、
最
低

資
本
金
に
途
し
な
い
企
業
は
み
な

し
解
散
の
扱
い
に
な
り
ま
す
。
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
商
業
観
光
臨

(
内
線
5
6
2
)
ま
た
は
工
業
労

政
課
(
内
線
5
5
0
)
へ。

-
初
級
簿
記
講
座
開
く

平
塚
商
工
会
議
所
で
は
、
初
級

簿
記
講
座
を
開
設
し
ま
す
。

マ
日
程

4
R1
日
(
月
)
16

月
7
日
(
金
)

マ
回
数
全
部
回
(
週
2
3
3回

を
予

g

マ
会
場
平
塚
商
工
会
部
所
2
階

会
臨
室

マ
受
稿
料
一
万
八
千
円

マ
申
込
期
間

3
月
1
日
(
金
)

3
日
日
(
金
)

問
い
合
わ
せ
は
、
平
塚
商
工
会

識
所
宮

(詑
)
2
5
1
0
へ。

マ
応
募
資
格
郵
便
、
為
替
貯
金

お
よ
び
簡
易
生
命
保
険
の
各
事
業

に
関
心
を
も
っ
て
い
る
満
初
歳
以

上
の
方

マ
募
集
人
数
五
百
人
(
男
性
百

六
十
五
人
、
女
性
三
百
三
十
五
人
)

マ
拡
終
期
限

2
月
初
日
(
火
)

マ
応
募
方
法
郵
便
局
窓
口
に
備

え
付
け
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
も
よ
り
の
郵
便
局
へ

問
い
合
わ
せ
は
、
平
塚
郵
便
局

総
務
課
宮

(出
)
1
2
0
1
へ。

質
等
に
閲
す
る
検
査
を
受
け
る

・
申
込
先
録
保
健
協
会
商
湘
支

所
宮

(
η
)
0
5
1
1

問
い
合
わ
せ
は
、
平
塚
保
健
所

環
境
衛
生
都
宮

(詑
)
0
1
3
0

へ。-
環
境
保
全
シ
ン
ポ

相
模
川
と
そ
の
上
流
で
あ
る
桂

川
の
流
域
環
境
保
全
を
考
え
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
聞
か
れ
ま
す
。

マ
日
程

3
月
日
日
(
土
)
午
後

1
時
3
3時
却
分

マ
集
合
平
塚
駅
南
口
午
前
9
時

(
会
場
ま
で
パ
ス
で
往
復
)
ま
た

は
直
接
会
場
へ

マ
会
場
山
梨
県
大
月
市
民
会
館

マ
定
員
二
百
五
十
人
(
パ
ス
は

印
人
)

マ
申
し
込
み

2
月
ぬ
日
(
木
)

ま
で
に
包
括
で
県
水
質
保
金
融
宮

附
(
加

)
1
1
1
1内
線
3
7
8

7
へ。

-
浄
化
槽
の
維
持
管
理
を

広報ひらつか
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-
最
低
資
本
金
の
導
入

-
郵
便
局
モ
ニ
タ
ー
に

A
V
特
別
労
働
相
談
会

ま
す
。

マ
日
程

3
月
日
日
(
水
)
3日

臼
(
金
)

マ
時
間
午
前
9
時
3
午
後
7
時

(弁
髄
士
相
談
は
午
後
l
時
1
7

時
)

マ
会
場
県
湘
南
労
働
相
談
セ
ン

タ
ー

(
茅
ケ
崎
)

マ
相
談
内
容
解
罰
則
、
賃
金
不
払

い
、
年
休
、
労
働
時
間
な
ど
の
労

働
問
題
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ
は
、
同
セ
ン
タ
ー

宮

0
4
6
7
(部
)
1
1
7
1
へ
。

A
V
駐
車
対
策
の
協
力
を

駅
周
辺
な
ど
に
集
中
す
る
自
動

車
に
よ
り
交
通
渋
滞
や
交
通
安
全

の
低
下
が
生
じ
て
い
ま
す
。

混
雑
す
る
駅
周
辺
へ
の
マ
イ

カ
ー
の
乗
り
入
れ
を
控
え
て
、
パ

ス
・
也
車
な
ど
の
公
共
交
通
機
関

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
進

法
な
路
上
駐
車
は
や
め
て
、
駐
車

場
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は
、
都
市
計
画
課

(
内
線
4
2
8
)
へ。

-
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い

県
立
湘
南
青
少
年
の
家
で
は
、

青
少
年
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い
を
聞

き
ま
す
。

マ
日
程

3
月
幻
日
(
土
)
午
後

3
時
5
M日
(
臼
)
午
後
2
時

マ
会
場
県
立
湘
南
青
少
年
の
家

マ
テ

1
マ
炭
火
パ

1ム
ク

1
ヘ

ン
に
挑
戦

マ
対
象
、
定
員
小
学
校
5
、
6

年
生
叩
人
(
先
着
順
)

マ
費
用
無
料

マ
持
ち
物
運
動
で
き
る
服
装
、

鐙
記
用
具
、
洗
面
用
具

申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

は
、
同
所
宮

(臼
)
0
6
7
6
へ。

-
介
護
講
座
を
開
く

湘
南
老
人
ホ
1
ム
で
は
、
お
年

寄
り
の
お
世
話
に
つ
い
て
の
諦
習

会
を
向
き
ま
す
。

家
庭
介
護
霊
】

マ
日
程

2
月
四
日
(
月
)
、
幻
自

(
水
)
、
幻
自
(
金
)
、

3
月
日
日

(
月
)
、
日
日
(
水
)
、
日
日
(
金
)

[介
護
セ
ミ
ナ
ー
}

マ
日
程

2
月
口
日
(
土
)
、

M
日

ι~γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γや
十

+

司

羽

汀

寸

斗

ォ

4
1
1d

出

江

川
日
W
』げト
門
に
ト
川
」

ぷ

I
l
l
i
t
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1E1

4

H
 

+

社
会
福
祉
基
金
は
、
地
域
福
歌
掘
教
室
シ
ン
ガ
ー
生
徒

一
同
咋

梓

川
祉
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
助
成
な
ど

二
十
二
万
五
千
三
百
七
十
三
村

判

iv
に

使

わ

れ

ま

す

。

円

、

す

み

れ

会

五

万

円

、

十

ムT
4
U

A
V

問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
稲
祉
二
人
会

一
千
円
、
池
野
質
校
ゃ

い相

川
協
同
盟
長
(
幻
)
2
3
3
3
へ
。
子
十
万
円
平
塚
地
区
同
盟
村

州

恥

(
敬
称
略
)
二
万
円
、
=
語
仁
和
子
四
千
+

+

+

マ
社
会
福
祉
基
金

花
水
朗
友
九
百
四
十
円
、
南
部
剣
道
ス
や

同

+
会

一
万
四
千
百
十
六
円
す
ポ
l
ツ
少
年
団
一
万
六
千
七
咋

仲

川
み
れ
会
(
日
本
人
形
)
五
千
百
十
四
円
、
平
塚
市
民
市
実
行
村

朴

+
円
、
か
た
つ
む
り
二
万
円
、
委
員
会
四
万
四
千
二
百
円
+
剥

φ
さ
く
ら
会
一
万
八
千
五
百
平
塚
美
術
協
会
十
万
円
、
横
ゃ

い相

川
円
、
杉
山
中
信
一
万
円
和
浜
エ
イ
ロ
ク
イ
ッ
プ
H
G募
金
吋

制

町
田
利
彦
二
万
四
百
四
十
五
募
金
口
十
万
六
千
円
、
横
浜
ト
i
T

州
円
、
ひ
ら
つ
か
Y
W
C
A

一
エ
イ
ロ
ク
イ
ッ
プ
H
G募
金
会
制

榊

大
正
十
二
年
九
月
一
日
の
関

+
万
円
鈴
木
篠
校
十
五
万
五
社
分
六
万
五
千
円
沼
田
光
や

州

一
2
1官
災
は
、

一
府
四
県
に

同
千
九
百
五
十
円
花
水
老
人
ク
慾
・警

ニ
千

円

野

の

花

こ

ど

番

有

の

惨

禍

を

及

ぼ

し

去

伽

ラ
ブ
さ
く
ら
会
五
千
百
七
十
万
円
、
共
和
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ムヤ

付

す
よ
」
の
大
限
災
に
よ
り
相
模

令

八
円
、
ピ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
柴
ン
ツ
四
万
六
千
八
十
六
円
、

や

村

川
に
梨
か
る
馬
入
橋
も
倒
壊
し

防
協
同
盟
国
五
十
万
円
錦
町
木
下
襲
五
千
空
一
一番

ベ

制

ま
ず
。

4

11 

L
T

公
園
変
護
会
四
千
八
十
二
脂
労
働
組
合
平
塚
支
部
十

一
ゃ

い汁

こ
の
馬
入
橋
の
倒
壊
に
よ
り

ゅ
円
神
奈
川
県
集
町
m
際
協
会
万
五
千
円
平
塚
地
区
労
働
組
や

朴
大
動
脈
東
海
道
は
不
通
と
な
り

川
七
十
万
円
湘
南
通
信
也
設
合
箪
雲
十
万
円
神
田
支
吋

村

そ
の
不
便
さ
を
解
消
す
る
た
め

刊

一
一
万
六
百
十
五
円
、
平
木
敏
勝
所
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
実
行
雪
村

?

一
時
的
に
渡
船
が
復
活
し
ま

+

一
万
円
、
平
塚
競
輪
場
第
三
役
会
二
万
九
千
百
円
、
匿
名
(
六

や

判付
す
。
し
カ
し
、
渡
船

+
票
所
一
問

、八
千
九
百
六
円
件
)
百
三
万
五
千
三
百
円

ゃ

い

明

・

や

が
で
は
そ
の
不
便
さ
を

h
u
+

ド
早
川
京
子
一
万
円
、
立
正
佼
マ
児
童
福
祉
へ

匿
名
一
千
吋

十

時

白

刊

時
解
消
で
き
ず
、
一
日

明
骨

u

ド
成
会
湘
南
教
会
平
塚
ブ
ロ
ッ
ク
円
、
山
内
俊
一
一
万
円

ιv
+

『りリーリ

u
h

十
六
万
六
千
百
三
十
七
円
中
マ
社
会
福
祉
へ
磯
崎
蹄
犬
十

一一
も
早
い
橋
の
復
旧
が

。
一
、

左

中

学
校
区
宵
少
年
健
全
育
成

二
千
円

や

附
叫
ば
れ
ま
し
た
。

K
.
M

M
推
進
連
絡
協
雲
一
万
九
百
妥
遺
児
へ
平
塚
パ
プ
テ
村

什

当
時
、
こ
の
地
域

ra

L
P
円、

平
一
塚
競
輪
場
輸
出
一
払
い
戻
ス
ト
教
会
一
万
円
イ
フ
コ
ムヤ

村
は
戒
厳
令
下
に
あ
り

彦

司

+
し
所
七
千
二
百
八
円
田
代
田
レ
ン
タ
カ
ー
二
万
二
千
六
十
ゃ

い明
ま
し
た
か
ら
、
馬
入

ぷ

mH

咋
海
子
二
万
円
ご
み
の
資
甑
化
二
円
匿
名
五
千
円
小
林
一
内

山一
橋
の
復
旧
架
橋
工
事

ロ

衣

料
フ
ェ
ア
実
行
餐
員
会
七
千
三

久
子
五
千
円
小
林
周
平
+

持
に
従
事
し
た
も
の
た

H
M
~

+
百
十
八
円
神
奈
川
歌
謂
連
盟
五
千
円
泉
栄

一

一
千
五
円

吋

什
ち
も
軍
隊
で
し
た
。

書

写

ri・ム
・
ム
・
ム
・
ム
・
ム
・
ム
・
ム
・
ム
・
ム
・
ム
・
ム
よ
・
ム
・
ム
・
ム
・
ム
・
ム
・
4
桝

九
月
九
日
、
京
都

et

使
わ
れ
ま
す
。

村
桃
山
の
工
兵
第
十
六

肱

bIH

問
い
合
わ
せ
は
、
文
化
行
政
推

村
大
隊
約
三
百
五
十
名

進
室
文
化
娠
輿
係
(
内
線
6
7
剥
は
、
関
東
戒
厳
司
令
官
の
隷
下

3
)
へ

。

(

敬

称

略

)

州
に
配
属
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て

・
日
車
サ
ー
ビ
ス
十
五
万
円

朴
京
都
梅
小
路
駅
か
ら
専
用
軍
用

・
4

り
ど
り
基
金

+ir
列
車
で
北
陸
・
信
越
線
経
由
で

み
ど
り
基
金
は
、
緑
化
団
体
の

滞日目
茅
ケ
崎
に
入
り
、
同
月
十
七
日

助
成
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。
R

」協

H

力
を
。

附
馬
入
架
橋
工
事
に
岩
手
し
ま

問
い
合
わ
せ
は
、
み
ど
り
公
凪

い
で
9
。
こ
の
架
橋
工
事
に
は
、
豊

諜
み
ど
り
推
進
係
(
内
線
4
2
5
)
村
橋
の
工
兵
第
十
五
大
隊
も
参
加

へ。

判
し
ま
す
。
そ
し
て
、
工
事
は
、

・
平
塚
観
光
文
化
展
募
金
箱
五

帝
京
都
の
工
兵
隊
が
茅
ケ
崎
側
か

千
四
十
三
円

同
ら
、
些
楠
の
工
兵
隊
が
平
塚
側

をiL1ね
帯感

23 

か
ら
進
め
、
相
模
川
の
中
州
を

境
界
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
を
分
担

し
ま
す
。

当
時
、
神
奈
川
県
は
馬
入
橋

を
新
設
す
る
計
画
で
、
仮
橋
設

置
の
た
め
の
資
材
が
準
備
さ
れ

て
い
た
と
い
い
ま
す
。
従
っ
て

架
橋
工
事
は
、
そ
の
資
材
が
使

用
さ
れ
ま
し
た
。
工
具
は
、
す

べ
て
工
兵
隊
が
所
有
す
る
道

具
が
使
用
さ
れ
、
民
間
か
ら
徴

用
し
た
自
動
車
を
使
っ
て
資
材

が
運
搬
さ
れ
ま
し
た
。

京
都
の
工
兵
隊
は
、
宇
治
川

で
架
橋
訓
練
を
重
ね
た
精
鋭
で

し
た
。
し
か
し
、
相
模
川
の
架

橋
工
事
は
字
治
川
の
比
で
は
な

か
っ
た
と
い
わ
れ
、
茅
ケ
崎
側

を
受
け
持
つ
京
都
の
工
兵
隊

は
、
加
が
流
さ
れ
る
な
ど
し
て

や
り
直
す
こ
と
も
し
ば
し
ば
で

あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
し

て
、
工
事
を
開
始
し
て
か
ら
約

し
ゅ
ん

一
か
月
後
の
十
月
三
日
竣
工

を
迎
え
ま
す
。
橋
の
長
さ
四
百

五
十
討
、
す
べ
て
人
力
で
完
成

さ
せ
た
も
の
で
す
。

陸
軍
架
橋
記
念
碑
は
、
大
正

十
二
年
十
月
、
工
事
の
完
成
を

記
念
し
工
兵
第
十
六
大
隊
に
よ

り
建
立
さ
れ
、
現
在
、
平
塚
側

の
馬
入
橋
の
た
も
と
に
立
っ
て

い
ま
す
。

(
博
物
館
主
任
学
芸
員
土
井

浩
)

約
一
か
月
で
復
旧
し
た
馬
入
構
を
見
守
る
碑

(
土
)

※
会
場

湘
南
老
人
ホ
I
ム

申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

は
、
同
ホ
I
ム
宮

(苅
)
7
5
8

0
へ。

-
文
化
振
興
基
金

文
化
振
興
基
金
は
、
芸
術
文
化

事
業
の
笑
施
や
市
民
の
創
造
的
な

文
化
活
動
に
対
す
る
助
成
な
ど
に


